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合成した。PDMA および PDMAp に（+）-10-カンファースルホン酸（CSA）を添加すると、





本章では、２章で合成した PDMAp の ATP に対するセンシング性を吸光変化により評
価した結果について記述されている。PDMAp に ATP を添加すると PDMAp の吸収特性
が変化し、また ATP の添加量を増加させると、それに伴って吸収特性の変化が大きくなっ
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ことができるため、ATP ほどではないが CTP でも PDMAp の吸光変化を引き起こした。
これらの結果から、フタルイミド部分はアデニンと特異的に水素結合を形成し、かつリン















状態になる。従って、中性溶液中では BSA と WSCP は静電的に相互作用するため、

































WSCP-Bnz、WSCP-OBu、WSCP-OHex）と BSA の相互作用を、BSA 中のトリプトファ
ンの蛍光特性を利用して評価し、それらポリ（ヘテロアリレンメチン）の BSA に対する
センシング性を吸光変化により評価した結果について記述されている。まず、WSCP と
BSA の相互作用を評価した結果、WSCP は BSA のトリプトファンの蛍光を効率的に消
光し、その消光速度定数から静的に起こったものであり、測定溶液の塩濃度を高くすると、
消光の効率が低下した。これらの結果から、両者の消光現象は、多くの正電荷を持つ
WSCP と負電荷を帯びた BSA が基底状態で静電的に強く相互作用していることがわかっ






次に、疎水基を導入した WSCP-Bnz、WSCP-OBu、WSCP-OHex と BSA の相互作
用を、BSA のトリプトファンの蛍光で評価した結果、３つのポリ（ヘテロアリレンメチン）
すべてが BSA のトリプトファン蛍光を静的に消光した。しかし、それらの消光速度定数


















第７章　ピレンを付加した WSCP-Pyr を用いた蛍光変化による DNA センシングの性能
評価
本章では、４章で記述した WSCP-Pyr と DNA の相互作用を、WSCP-Pyr 中のピレン
の蛍光特性を利用して評価し、WSCP-Pyr の DNA に対するセンシング性を蛍光変化に
より評価した結果について記述されている。WSCP-Pyr の濃度を固定し、混合する DNA
の濃度を高くしていくと、それに伴って WSCP-Pyr のピレンに由来する蛍光強度が増加
した。これは、DNA の負電荷を帯びたリン酸基と正電荷を有する WSCP-Pyr が静電的
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に相互作用し、ピレンの熱的運動およびピレン同士の自己消光が抑制されたことが原因と
















ド部位が ATP のアデニン部位と水素結合し、かつポリアニリン主鎖が ATP の３リ
ン酸部分と静電的に相互作用することで、このポリアニリン誘導体が他のリボヌクレ
オチドに比べて ATP を特異的に認識し吸光測定により定量できることを明らかにし
た。
②	　ピリジニウム塩を側鎖に、ピロールを主鎖に含む正に荷電した水溶性ポリ（ヘテロ
アリレンメチン）を酸化重合により作製し、酸性タンパク質の BSA に対する光セン
サー特性を吸光測定により評価した。中性水溶液中の BSA は負に荷電しているため、
正荷電したポリ（ヘテロアリレンメチン）は BSA と静電的に相互作用し、塩基性タ
ンパク質に比べて BSA を特異的に認識し吸光測定により定量できることを明らかに
した。
③	　スルホン酸塩を側鎖に、ピロールを主鎖に含む負に荷電した水溶性ポリ（ヘテロア
リレンメチン）を酸化重合により作製し、塩基性タンパク質の卵白リゾチームに対す
る光センサー特性を吸光測定により評価した。中性水溶液中の卵白リゾチームは正に
荷電しているため、負に荷電したポリ（ヘテロアリレンメチン）は卵白リゾチームと
静電的に相互作用し、酸性タンパク質に比べて卵白リゾチームを特異的に認識し吸光
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測定により定量できることを明らかにした。
④	　ピリジニウム塩とピレンを側鎖に、ピロールを主鎖に含む正に荷電した水溶性ポリ
（ヘテロアリレンメチン）を酸化重合により作製し、DNA に対する光センサー特性を
蛍光測定により評価した。中性水溶液中の DNA はリン酸部分が負に荷電しているた
め、正に荷電したポリ（ヘテロアリレンメチン）は DNA と静電的に相互作用する。
その結果、高分子側鎖に存在するピレンの微環境が変化したことで、その蛍光特性が
変化するため、このポリ（ヘテロアリレンメチン）が DNA を特異的に認識し蛍光測
定により定量できることを明らかにした。
以上のように、加藤暁憲氏の研究は、工学研究科（バイオ・応用化学専攻）の博士学位
審査基準に照らしても妥当な研究内容であると認められる。加藤暁憲氏の博士後期課程在
学中における本研究に関連する業績としては、筆頭著者としての英文原著論文２編（全て
査読有）等がある。これらの業績はバイオ・応用化学専攻事前審査会において課程博士の
学位申請要件を満たしていることが確認された。さらに，続く３回の学位審査会において
厳正に審査した結果、博士論文としてふさわしいものであると判断され、バイオ・応用化
学専攻において承認された。
前述の専攻内学位審査会において口述試験および学力試験（外国語・専門）を実施した
ところ、同氏の学力が博士学位にふさわしいものであると認められた。
従って、所定の試験結果と論文評価に基づき、本審査委員会は全員一致を持って加藤暁
憲氏の博士学位請求論文は、本学博士学位を授与するに相応しいものと判断する。
